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第４回栗山町立小中学校適正配置計画検討委員会 議事録 

 

            令和６年１０月２日（水）１８：３０～１８：４５ 

            栗山町総合福祉センター 中ホール   

 

 

〇出席者 検討委員１２名 ※欠席者６名 

     事務局員 ２名 ※学校教育課主幹、学校教育課主事 

〇傍聴者 ０名 

 

 

進行：事務局 

１ 開   会 

 

 

２ あ い さ つ       相馬委員長 

 第４回となりました。これまでの皆様のご協力に感謝申し上げます。 

今週から大学の後期が始まりまして、卒業論文を書く学生に根拠をもって文章を書

くことと指導していたら、適正配置計画の提言書を完成させる作業のことを思い出

しました。事務局の方で、子供の数の変化や他の町における先行事例の整理を積み

重ねて、根拠を持った提言書が出来てきているのではないかと思います。そして、

これまで３回積み重ねてきた会議の議事録自体が一番重要な根拠になっていると

思います。しっかりした土台があって最終的なものが完成することにより、しっか

りと次に進んでいけるのではないかと信じております。そういった積み重ねができ

たことに感謝申し上げ、開会の挨拶とさせていただきます。 

 

進行：委員長 

３ 経 過 報 告 

 令和６年８月２２日 第３回検討委員会開催 

 令和６年９月 ４日 議会全員協議会において検討状況を報告 
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４ 協 議 事 項 

（１） 栗山町立小中学校適正配置計画策定に関する提言書（案）について  資料１ 

［事務局］ 

 前回の検討委員会において、各委員よりいただきましたご意見等を踏まえて、資料

１のとおり提言書案を作成しております。 

 計画の策定・遂行にあたっては、①子どもたちを中心とした検討、②未来の教育環

境に適した学校づくり、③適正配置の早期実現、④長期的な視点での計画策定、⑤

地域との連携と理解の５点について、特に配慮を望むものとして強調させていただ

いております。 

 提言書案につきましては事前にご確認いただき、修正等の意見がなかったため、こ

の内容でのご承認をお願いするものです。 

 なお、今回、記載できなかった具体的な懸念事項や要望事項などにつきましては、

全て記録として残しておりますので、今後の協議体へと引継ぎ検討を進めてまいり

たいと考えております。 

 事務局からは以上です。よろしくお願いいたします。 

［委員長］ 

 委員の皆様からご意見ありませんか。 

-意見なし- 

 同意いただける方は拍手をお願いいたします。 

→全員拍手で同意 

 

５ そ の 他  

［事務局］ 

 事務局より２点です。 

 １点目ですが、ただ今、ご承認いただきました提言書につきまして、この会議の終

了後に、教育長への手交式を執り行います。引き続きご参加のほどよろしくお願い

いたします。 

 ２点目ですが、謝礼の関係です。出席いただいた回数に応じた謝礼をお支払いさせ

ていただきます。予定では１０月末に指定いただいた口座に振り込みさせていただ

きます。 

 その他につきましては、以上です。 

［委員長］ 

 他に何か質問はありませんか 

［委員］ 

 今後の予定について教えてもらえませんか。 
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［事務局］ 

 現在想定しているものは、手交式終わった後に 10 月 23 日に町の総合教育会議を

予定しており、案について協議を行います。次に、11 月 15 日に町議員との協議を

予定しており、これらを経て教育委員会会議において計画を決定します。 

 計画決定後、地域やＰＴＡの皆様へ適正配置計画の説明会を予定しています。この

辺りは、学校の先生等と協議しながら進めたいと考えていますが、実施時期は年内

に行いたいと考えています。 

 ＰＴＡの皆様にご同意をいただきましたら、具体的な適正配置の実現に向かってど

ん進めていく予定です。 

［委員］ 

 地域やＰＴＡに話をする際は、計画の内容は決定事項として伝えて、今後、要望を

盛り込んでいくということでいいのか。 

［事務局］ 

 決定事項として説明を行います。 

 

６ 閉 会 

１８：４５終了 

                                                        


